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令和元年１２月に武漢を発生源とする、新型コ

ロナウィルスの感染拡大は、変異しながら２年越し

の蔓延と感染の拡大と縮小の振幅を繰り返してい

ます。ワクチンの開発と５月からの接種開始は、７月

で高齢者の接種がようやく２回目の接種を終え、８

月からは６５歳以下１２歳以上の現役世代へ接種

の拡大展開に入りつつあります。 

 

昨年から学区社協といたしましても、広島県と広

島市の対策に従って、町民期待の夏の盆踊り・秋

祭り・冬のとんど祭りなどのイベントを中止せざるを

えませんでした。今年はオリンピック・パラリンピック

の開催が迫る中、学区の子ども達や、おじいちゃん

おばあちゃんの誰もが笑顔で交わるイベントを皆様

と一緒に考えたいと思います。皆様のご意見を頂け

れば幸いです 

 

この中、広島県ではワクチン接種の進展と感染

拡大の縮小で７月１２日から市管理施設の運用を

再開し、これに伴い学区社協施設の運用を再開い

たしました。この再開で各集会所などのサロンや体

操などの開始、外出やご近所との会話など手控え

ていた生活も以前の生活状態を徐々に取り戻しつ

つあります。７月１１日の学区献血に当たっては多

くの皆さんが参加され強い学区の絆が確認され改

めて皆様に感謝を申し上げます。また梅雨の中７

月８日には大雨警報で早朝の警戒レベル４の避

難指示が発令され、３家族６名の避難者を避難場

所の毘沙門台小学校に受け入れ、学区防災連合

会で対応いたしました。小学校は７月２２日から夏

休みに入り、子供たちは学校のプールへ出かけて

夏を満喫することまではいきませんし、県外の大都

市からの帰省と家族の再会も今しばらくの我慢が

いります。３蜜のコロナ対応や高温注意報や熱中

症対策にも今一度、ご注意いただき夏を乗切られ

るようお願い申し上げます。 
 

毘沙門台学区社会福祉協議会  

副会長  松村  昌武  

 

 

 

 

 

＜住民の方の声・・・・第 2 町内会の方から＞  

  私は、夫が足が不自由になり、親の面倒を見て

いますが先日、家族の退院時に社会福祉協議会

から車いすをお借りし大変助かりました。社会福祉

協議会の資料で体の不自由な方の付添送迎、家

具の移動など困りごとを支援することを知りました。

今まで元気で過ごしてきましたのでこのように家族

を支えることになって戸惑っています。困ったときに

誰に相談すればよいか迷っていましたが、先日の社

会福祉協議会の資料を見て大いに勇気づけられ

ました。私のように困った方が多くおられると思いま

すので社会福祉協議会が取り組んでいることを住

民の方々にもっともっと案内して支えてあげてくださ

い。 

 

＜社会福祉協議会が取り組んでいること＞  

  １．お困りのことがあれば何なりとご相談ねがいます。 

   ・・・・住まいの処分、遺産相続、認知症の気配、買い物に行けない、病院に行けない、 

毘沙門台団地に住みたい、 

 ２．具体的には 

    障子張、網戸張り、包丁砥、剪定ばさみ砥、庭木の簡易伐採、外回りの洗浄、水道廻の修理、 

夏を乗り切る 

社会福祉協議会は皆様のお困りごとを支援しています 
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窓ガラス取替、電気・照明器具、家具の組立、家具運搬、大工仕事、消火器の取替、煙感知器の取  

替、付添送迎サービス、車いすの貸出、シルバーカーの貸出、コロナワクチン接種の代行予約・・・ 

                                                     

 

 

 

                           

 

 

 

３．問い合わせ先  

   お困りのことがあればまず、下記へご連絡願います。 

   ご相談していただいた内容の全てを直ちに解決できるわけではありませんが、関係機関と相談し解決  

の方向をご一緒に見つけていきたいと思います。 

 

 

 

 ４．その他    

社会福祉協議会では、毘沙門台にお住まい

の子どもからお年寄りの方々が「住んで良かっ

た、住み続けたい」まちづくりを目指して活動し

ています。 

 皆様の絆を紡ぐため、花いっぱい運動、皆様が  

集うサロン、各種イベント（敬老祝賀会、福祉祭

り、とんど祭り等）を行っています。皆様も是非ご

参加願います。 

 

 

 

＜ふれあいセンター絆定期開催行事＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本紙 6 月号でお伝えしましたが、毘沙門台セントラル広場の花壇を「びしゃもん台  絆くらぶ」に作成し

ていただきその後、老人クラブ連合会のシニア会の方々、近所の方々、社会福祉協議会の福祉部の皆さま

及びサムエル幼稚園の子ども達にマリーゴールドを植えていただきました。暑い中、整地・施肥・植え付け等

汗をかきながらの作業を行っていただきありがとうございました。 

今後、散水、草取り等の作業がありますが気の付いた方々皆様でこの広場を憩いの場所にするようご協

力願います。 

                       

 

 

 

毘沙門台セントラル広場がきれいになりました 

【問合せ先】  

ふれあいセンター絆   TEL:０８２－８７０－９０６０  


